
「山梨知彦氏が語る木材会館」
講演・取材記録

東京木材問屋協同組合

—中高層ビルへの木材活用策—
都市建築物にも木の潤いを！
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建物名称：木材会館
所 在 地：東京都江東区新木場一丁目
用途地域：準工業地域／防災地域／
　　　　　新木場・辰巳三丁目地区 地区計画地域
敷地面積：1,652.90㎡
建築面積：1,011.26㎡
延べ面積：7,582.00㎡

用　　途：事務所・集会場
階数・高さ：地上 7 階　地下 1 階　
構　　造：鉄骨鉄筋コンクリート造、
　　　　　一部鉄骨造、一部木造
設　　計：㈱日建設計
施　　工：大成建設㈱
竣　　工：2009 年 7 月
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 3 シンポジウム「木材会館を設計して」
  2010年 3月 16日
  主催：木材活用推進協議会　　場所：木材会館 7階檜ホール
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　日建設計の山梨です。本日は設計の方だけでなく、木
材関係の方や一般の方もいらっしゃると思いますので、
タイトルの「木材会館を設計して」に関連して、私たち
の設計体制についてまず説明させていただきます。私は
日建設計といういわゆる組織設計事務所に所属していま
す。したがって私たちはチームで設計という仕事に取り
組んでおり、多くの仲間が一緒になってデザインをして
います。
　特に、この木材会館について言えば、クライアントの
東京木材問屋協同組合には、木材のオーソリティの方々
が勢ぞろいしていました。だから設計者のみならずクラ
イアントの方々も一緒になって設計したプロジェクトで
あると言えます。さらに施工を担当した大成建設の現場
所長さんをはじめとする方々も精魂を込めてこの仕事に
取り組んでくださいました。つまり、木材会館は、設計
者は設計をして、施工者は施工し、クライアントはただ
完成した建物を受け取って、という当たり前の流れでは
実現し得なかった建築であるということを申し上げてお
きます。その上で本題に入らせていただきます。今日こ
こでお話しするのが私ひとりなので、私だけで考えたよ
うな表現になることもあると思いますが、実際には、設
計者、施工者、クライアントが一体となって考えたもの
だと受け取っていただきたいと思います。

設計を開始するに当たって

　設計というのは、恰好のいいデザインを考えればそれ
でいいというものでなく、いろいろなことを考えなけれ
ばいけません。たとえば設計の段階ですでに、どうやっ
て木材を組み上げるのかといったような、生産技術を考
える場面もあります。なぜ木材を使ってやるのか、きち
んと社会的な意味を考えようという場面もあります。
　当然デザイナーですから、意匠についても考える、機

能も考慮しなければいけない、さらに経済性を考えない
といけない。特に昨今は環境も十分に配慮しなければい
けない。建築を捉える切り口がこのようにたいへん複雑
になっています。恰好いいものをただつくればいいとい
う時代ではなくなり、さまざまなことに配慮し、考えた
結果として建築が生まれてきます。では、建築を構築す
る多様な切り口を、切り捨てることなく共存させていく
にはどうしたらいいのでしょうか。
　木材会館の場合、機能はオフィスです。オフィスビル
と言えば、かつては機能、つまり有効率とかレンタブル
比といったもので考えられました。しかしいまでは、知
的生産性の高いオフィスがいちばん重要ではなかろうか
と考えられるようになり、機能だけでなく、実際にそこ
で働く人々の様子を観察して設計をしようと考えるよう
になりました。設計者は箱をつくっている人間のように
思われますが、実はそうではなくて、行動から考えない
とまずいのです。
　たとえばいまここで皆さんは私の話を聞いているとい
うアクティビティを現にしているわけですが、そうした、
人間のアクティビティから建築を考えなければいけない
時代になっていると思います。ここに入るとヒノキのい
い香りがすることに気づかれましたか。そうした、人が
この建物に触れたときになにを感じるかを予測し、設計
に反映する必要があるということです。たいへんむずか
しいことですが。
　それから、建築は常に社会のなかに存在していますか
ら、良いも悪いも社会的行動に照らし合わせて考えなけ
ればいけません。いちばん具合が良いのは、設計者にとっ
てもクライアントにとっても、社会にもいいことで楽し
い共通項が見つかることです。ですから、社会学、文化
人類学的なアプローチもとらなければいけない。しかし、
設計者にこれらすべてができるわけがないのです。建築
の設計というのは、こうしたいろいろなこと=パラメー

木材会館を設計して
シンポジウム

2010年3月16日　　
主催：木材活用推進協議会　　場所：木材会館 7階 檜ホール（大ホール）
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タをなるべく考えなければいけない仕事だと思っていま
す。
　では、こうした多数のパラメータを切り捨てることな
く取り入れるためにはどんな方法があるでしょうか？　
建築の設計を数式にたとえれば、たくさんの変数がある
方程式とも言えるわけで、現代であれば、それを解くた
めにコンピュータをたくさんつなげて、なんていう方法
もありそうです。
　私たちはそれを「チームで考えて」解こうと試みてい
ます。私ひとりでは思いつかないことも、チームで一緒
に考えれば新しい見方も出てきて、思いつくことがしば
しばあります。今日ここで私がお話ししているのも、た
だ自慢話をしたいからではなく、この機会にみなさんの
ご意見もうかがって、それを次の設計に役立てることが
できるかもしれないと考えるからです。これは、集合知
とも言えそうです。私自身は、あらゆる方法を使って設
計を良くしていきたいと貪欲に考えています。これこそ
が目的です。
　最近BIM（ビム）という言葉を聞くようになりました。

BIMとはビルディング・インフォメーション・モデル
の略で、三次元CADを用いた最新の設計手法です。私
はコンピュータを使って三次元の設計をするBIMの本
を書いたりしていますので、私の設計はコンピュータに
依存しているように思われたりします。でも実は、手書
きの図面も描くし、模型もたくさんつくります。いい建
物をつくるために役に立つならば、手段はより好みせ
ず、すべて使います。これは大事な姿勢ではないかと思
います。ですから、新しい ITを使うことで良いデザイ
ンができそうであれば、BIM的なアプローチも躊躇な
く活用します。かつては絵を描くのが得意な設計者はコ
ンピュータが苦手で、絵が不得手なデザイナーがコン
ピュータを駆使するというように考えている人がたくさ
んいました。
　でもいまでは、意匠のうまい設計者もコンピュータを
たくさん使います。ITは、いい設計をするための手段
のひとつです。現代の ITによる変革は、後の時代の人
たちからすると、ルネッサンスに匹敵するくらい革命的
な時代であるかも知れません。だから、その時代に生

西側外観
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きている者として ITにも真剣に取り組んでいきたいと
思っています。
　また、ビジュアルには特に重きを置いて考えます。た
とえばここに木があって木が見えているという、実際
に目に見えるということを大切にしたいと考えていま
す。そして発見的に考えます。建築家はあるコンセプト
があって、頭で考えて設計しているように思われますが、
実際には、模型をつくったり図面を描いたりCGで検討
したりして七転八倒の試行錯誤を繰り返した結果として
設計ができていきます。設計とはそれほど恰好のいい仕
事ではなく、生みの苦しみの連続と言えるかもしれませ
ん。

デザインの本質は「見えるようにすること」

　デザインの本質のひとつは「見えるようにすること」
にあるのではなかろうかと思っています。私自身の設計
方法は、その「見えるようにする」作業にコンピュータ
を使うことに特徴があります。
　たとえば、いま皆さんは実際に木材会館の7階ホール
の長いスパンの梁を見ていますが、設計している段階で
は、これをクライアントに見せることはできません。そ
れを補うのがCGやモックアップや模型です。やがて見
えるようになるものを前倒しで見せるわけですが、その
ためにコンピュータは非常に便利です。
　一方で、見えづらいもの、たとえば建築法規のよう
に、建築にいろいろな形で制限を与えるものは形がない
もので目には見えません。それを、コンピュータを使っ
て見えるようにすることで建築法規をデザインすること
ができます。たとえばこの建物のファサードはデコボコ
していますが、それは総合設計制度のもとで最大の床
面積を確保するためにいろいろ検討した結果です。私
たちのチームが設計を担当する以前に、すでに総合設計
で決まっていたことをデメリットととらえないで、コン
ピュータを使ってビジュアライズして考えていきました。
　さらにコンピュータでしかできない非常に大事なこと
は、見えないものを見えるようにすることです。たとえ
ばこの空間で空気がどのように動いているかが見えるよ
うになると、なにが起こるでしょうか。空調の設計は、

これまでは意匠設計が終わると設備の技術者が後追いで
計画する、という進め方でした。しかし、現在では、コ
ンピュータを使って空気の流れをビジュアル化すること
ができるようになったので、設計の初期段階から空調エ
ンジニアが設計に深く関与するようになり始めました。
　これは照明計画でも同じで、いままでのなんとなく直
感で明るさを判断していた時代から、いまでは詳細なシ
ミュレーションにより、事前にある程度効果を予測する
ことが可能になっています。いまの時代でこそできるこ
とをいかに適切に使うかということが問われているわけ
で、それこそが私たちの考えている設計の方法です。

都市建築における木の復権

　最近は、日本のごく一般的な建築家の仕事もグローバ
ル化し始めて、海外で仕事をする機会が増えています。
しかし、まだまだ外国人にとって日本は「ファーイース
ト、遠い極東の国」で、訪れたことがない人がほとんど
です。さすがにちょん髷

まげ

を結って刀を差して歩いている
と思う人はほとんどいないでしょうが、日本の建築はい

エントランス外観
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まだに木と紙でできていると信じている人がたくさんい
ます。ところが現実の日本の現代都市に、木の建築は皆
無です。よく見ると広場に木のベンチがあったり、内装
などに部分的には木を見かけますが、「木の国 日本」の名
にふさわしい、木の建築と言えるものは都会には見当た
りません。
　私ぐらいまでの年齢の人は、「家に四寸角の木の柱が
立っていた」など、木に関わる生活の記憶をもっていま
す。いまだに多くの日本人の心のなかに記憶として「木
の建築」への想いは残っているのでしょうが、それが消
えてしまう前に木を復権しなければ、貴重な木の建築
の伝統が途切れてしまいます。これをなんとか残したい、
都心に木の建築を取り戻したいという思いが強くありま
した。
　具体的には、木を構造材としてどこまで使えるか、外
装として木がどこまで使えるか、そして内装としてどこ
まで使えるのか、の3つの方向で考えました。
　私は日建設計の一員で、大きなオフィスビルなどを設
計する機会は多いのですが、木に関してはまったくの素

人です。ですから、木材会館の設計を通して私自身がま
ず木の勉強をしました。最初はどうしてもこねくり回し
た曲芸のような木の使い方を目指してしまいましたが、
都市建築における木の復権を目指したい、国産材の需要
低迷という状況を変えたいと真剣に考え出すと、技術の
粋を尽くしてここでしかできない木の使い方をしたので
は、その技術は一般化し得ないということに気がつきま
した。ここで採用する技術はだれもが応用できるもので
ある必要があります。ここは新木場ですから、だれかが
僕らの木の建築を気に入れば、向こう三軒両隣的に木の
建築が伝播していく可能性が高い場所です。特殊な技術
を使ってしまっては、伝播はむずかしい。伝播を考えて
いくと、木材利用技術は一般化を踏まえることが必須で
あると思うに至りました。
　また、ここで使われた材料は特注品でなく、四寸角や
三寸五分角といった、江戸時代に確立された日本でいち
ばん古い工業規格ともいえる基準に則った一般的な規格
品です。こうしたものは木の建築が少なくなったとはい
え、まだまだ根強い需要があり、日本には安定した供給

1 階　ギャラリー
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6 階　会議室

マーケットが存在しています。そのマーケットにある材
料をいかにして都市建築を構成する材料として使えるよ
うにするのかというのも、都市建築における木材の復権
のためには必須条件になります。つまり木材市場を踏ま
えた現実的展開です。

木を不燃化せずに使う

　もうひとつの目標が木を不燃化せずに使うことでし
た。木は一般的には燃えやすい材料と考えられているた
め、木の不燃化の技術もたくさん開発されています。た
とえばホウ酸塩を含浸させる方法などがあります。それ
はそれで木の新しい可能性を広げることにつながります
が、一方で、この方法の欠点としては、木と思えないほ
ど重くなってしまうことなどが挙げられます。比重が重
くなることで、木がもっている温もり感とかあたたかな
味も損なわれます。「温もり感」も木の大切な長所ですか
ら、ここではできるだけ自然に外装材や内装材として、
さらに構造材として使うという目標に取り組みました。
　まず「木材を外装二次構造部材として使う」ことにつ
いて説明します。木材会館全体を木造で建てることも技
術的には難易度は高いものの、不可能ではなさそうです
し、北欧にもその実例があって調べてみました。北欧の
例では、木を不燃材で包んでいるのですが、私には、木
の魅力がまったく見えなくなっているように感じられま
した。したがって、ここでは顕

あら

わしで木を使うことを重
視して、主要な構造材としてはコンクリートと鉄を採用
しました。都市の高層ビルのほとんどがコンクリートと
鉄でできています。それを踏まえ、木は二次構造部材と
して使うことにしました。これならば、だれでもが無理
なく応用できると思いました。
　木を使った建物というと、すぐに「木造」という言葉
につながります。しかし材料には適所適材があります。
適切なスケールもあります。木の復権を考えたときには、
「木造」にこだわって原理主義に陥るのではなく、木の
持ち味を生かして、現代の都市生活のどこに木を使うこ
とが効果的であるかを考えなければいけないと思います。
ここで目指しているのは木の復権であり、やみくもな木
造の復活ではないのです。木造へのこだわりを捨て、い

うなれば新しい木の建築、「木質建築」とでも呼びえるも
のを目指すべきだと考えました。
　とはいえ、都心では耐火建築物の規制もあるので、当
初はそれほど大規模に使えないのではないかと想像して
いました。ところがいろいろ検討した結果、かなりの
分量の木が不燃のまま使えることが分かってきました。
2000年の建築基準法の改正により、上階の延焼をしっ
かり防ぎ、基準法と同等の安全性が確保できれば、たっ
ぷりと内外装に木を使えることが判明したのです。ここ
では、外装部分の上下階の間に90cmの層間区画をとり、
その部分の木は不燃化しています。つまり、ある階で火
事が起きても、その火が上階に燃え広がらないようにす
る、構造体に悪影響を与えないようにする、というルー
ルを徹底することで木の使用が認められました。こう
お話ししてしまえば「なぁんだ」という感じでしょうが、
この「なぁんだ」というほど簡単であることが、だれで
もが使える技術につながると思っています。
　次に「木材を内装材として使う」ですが、こちらは実
現するまでにかなり困難な道のりに見えました。それで
も、いざ実現してしまうと、こちらもだれでもが使える
技術であることが分かりました。少しくやしい思いもし
ますが、都市のなかに多くの木の建築が復権することに
つながると考え、どんどん種明かしをしてしまいます。
　日本古来の神道的な木の建築では、天井裏がすべて見
えていたそうです。それが仏教伝来に伴って天井という
概念が導入され、それは現代まで引き継がれて、いまで
はオフィスビルには必ず天井がつきものになりました。
いささか単純化しすぎましたが、こうした天井が貼られ
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た建築では、普段は柱や梁は隠ぺいされて、あまり目に
つきません。ましてや、天井懐

ふところ

の存在はほとんど意識
されていません。
　オフィスビルの設計では、火災時に煙を排出するため
の排煙ダクトをいかに小さく納めるかにいつも苦心しま
す。木材会館では天井をはがして天井裏を顕わしにする
ことで煙の溜まるボリュームを増やしています。火災時
における安全な避難とは、煙が人間の顔のレベルに降
りてくる前に避難できることです。つまり十分な避難時
間を確保できるように、木材が燃えても、その煙が天井
懐に溜まるように計画し、その煙が人間の顔のレベルに
達する時間までを長くすれば、避難計画上は安全な建築
になるのです。具体的には避難安全検証法という手法で、
普段はダクトをいかに小さくするかという経済的な効果
をもたらすために使っている技術です。
　今回はこれを、木を使うために、そしてデザインのた
めに使いました。内装に木を使うためには、火災時に煙
が溜まる天井懐を深くする、これだけのことで、建築基
準法のなかで十分に内装に木が使えることが分かりまし
た。天井裏を顕わしにすることは、同時に隠れていた天

井裏の豊かな空間を、そこで働く人々に見えるようにし、
豊かな空間を享受できるようにするという意味でも重要
な意味を持つように思います。
　3番目は「木材を構造材として使う」という試みです。
最上階の7階ホールではムクの角材で大空間をつくると
いう挑戦をしています。会議室なので燃えるものは元々
少ないと想定できます。また、たとえなにかに火がつい
て火事になったとしても、梁に着火しなければ安全では
ないか、と考えて検討を進めました。
　ここでは、仕上げ材として木材を使うだけでは満足で
きず、木材を構造材として使うことを試みました。ホー
ルの梁は、最上階の梁で、いうなれば自分自身を支えて
いるだけのシンプルな構造物です。こんなシンプルな条
件であれば、種々の試みを行うためには好都合な場所と
言えました。実際には、耐火検証法により、5.4mの梁下
があれば、梁は燃えないという位置づけが可能になり、
ここでも木材を不燃化せずに構造材として使うことがで
きることが分かりました。
　以上を簡単にまとめれば、「燃え広がらないようにする、
煙を溜めるスペースをしっかり取る、火が出ても火が梁

7 階ホール　追掛大栓継ぎの構造
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をあぶらないだけの高さを取る」という3点をクリアす
ることで、内装、外装、そして構造材として使うという
当初の目標が実現できました。たしかに簡単ではありま
せんが、実は建築基準法のなかの性能規定をきちんと読
み取ればだれでもできることなのです。

西側にすべての要素を配置

　木材会館は新木場駅前に位置しており、近隣の2棟の
ビルとともに総合設計制度によって計画されています。
その配置関係から人々の目に触れるファサードは駅側の
北側と西側の2面だけで、眺望もその方角に限られます。
通常の平面計画では、西側は西日の関係もあり、コアと
呼ぶ階段やエレベータを西日除けにして配置する方角で
す。ただし、この計画で西側に無造作にコアを置いてし
まっては、貴重な眺望がなくなってしまうため、常識的
な配置は取れません。そこで、コアを西日除けに使いな
がら、それを経由してやわらかくなった日差しを取り入
れ、西向きのオフィスでありながら西日を適度に遮りつ
つ生かそうと考えました。

　ここで使った木はぺらぺらのものではなく、この建物
の構成材としての使命を終わらせた後も再利用できるよ
うな、しっかりした木を使いたいと考え、角材を選択し
ました。オフィスビルの寿命は長くても50年程度です。
一方で、木材の強さは伐採されてから200年後ぐらいが
ピークと言われます。だから、オフィスビルとしての
寿命が尽きても木はまだまだ材料としては現役なのです。
たとえばローマのコロッセオに使われていた石材は非常
に分厚かったので、その後、建物から剥ぎ取られ、さま
ざまに転用されたといいます。これに倣い、木はできる
限り角材のまま用いて、建物の寿命後もばらして再利用
できるように、ここで使った木に接着剤は一切使用して
いません。すべて金物で締め込んで留めています。
　西側を構成しているもうひとつの材料はコンクリート
ですが、その表面の仕上げについても少しこだわってみ
ました。コンクリートの表面の表情は実は型枠の表情な
のです。かつて木の型枠が多く使われていましたが、ど
うしても木の灰

あ

汁
く

が残ったり木目がうるさいと考えられ
て、次第にベニヤ板の型枠になり、さらに木目が出ない
ようにきれいに塗装して使うようになり、それが化粧打

西側外壁
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放しコンクリートと呼ばれて普及しました。最近はきれ
いな木目をコンクリートに写すために、わざわざ木目を
ワイヤーブラシでつくり出して、さらにそれを合成樹脂
で型取りして型枠にしているという、倒錯としか思えな
い方法まで出てきています。しかし、ここでは木の魂を
コンクリートに写し取りたいと考えてスギ本

ほん

実
ざね

の型枠を、
表面に塗装をしないで採用しています。
　木は、新築時は白木でとてもきれいですが、やがて経
年変化してグレーになっていきます。この木材会館につ
いても「今はきれいだけれども、やがてグレーになって
汚くなっちゃうよ」と心配してくれる方がいます。グレー
になった木を見て、それを汚いと感じるかいやそれこそ
が美しいと感じるか、実はこれが問題なのです。いつま
でも真新しい白木でないと木材は美しく見えないものな
のでしょうか？
　京都や奈良にある伝統建築に僕らは感銘を受けますが、
それらはいずれもピカピカではありません。年月のなか
で風化した、つまり古びた建物を見て僕らは美しいと感

じています。平等院などは、かつては鮮やかな色彩に塗
られていたものが、いまはそれがはげ落ちていて、しか
もそれこそが美しいと感じる感性のなかから、日本人
の感性や侘び寂びの精神が育まれてきたように思います。
ですから、都市に木材を復権するという目標を立てたか
らには、朽ちた木もまた美しいと主張すること、朽ちて
もなお美しい建築を目指す必要がありました。
　この考え方を実践するための具体的な方策が、木目や
木灰汁が表面に現れた今回のコンクリートなのです。木
材会館のコンクリートの色合いは、少し黄味がかってい
ると思いますが、これはかつて建築家が嫌ったスギの灰
汁がコンクリートに移って生じるものです。ここではあ
えて灰汁による黄ばんだ色合いを生かしました。灰汁に
よる黄変の正確なメカニズムについては、私はまだ正確
に追求できていないので、本当にうまく黄変するかは分
かりません。しかし、おそらくは、時間が経過すると木
は少しずつグレーになり、灰汁によりコンクリートは黄
ばんでいき、何年か先にはほとんどコンクリートと木が
同じ色調になるのではないか、と予想しています。さら
にその変色が進めば、コンクリートと木の色合いが逆転
するかもしれないと期待しています。近代的なオフィス
ビルは新築時がいちばんきれいでピカピカですが、木の
建築では古びる良さが追求されてきたように思います。
木材会館では、木造建築の伝統に倣い、時とともに変化
する建築をテーマにしたいと考えましたし、これを機会
に僕自身の継続的なテーマともなりました。
　ペラペラの木でなく、角材を使ったのもその考えの表
れです。1階エントランスホールのベンチの角材もすで
に傷だらけですが、傷つくことを恐れないでいることが
大切なんだと思います。非常に薄い練付け材を張り付け
た木を使った場合は、なにかをぶつけただけでもはがれ
ないかと神経質にならざるを得ないのですが、ここでは
そんな心配は無用です。ここはオフィスだし、知的生産
を生み出す場に、ピリピリした神経質な空間はふさわし
くない。しっかりした木ならいくらでも再生できますし、
キズが味となり得ます。ムクの木が私たちに教えてくれ
た強さです。

1 階　ギャラリー内部
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基準階　テラス

三次元の図面を徹底して活用

　私たちのチームでは、徹底して三次元設計を活用して
います。私は、設計の初期段階から三次元で空間をイメー
ジすることが大事だと思っています。BIMは空間の三次
元表現に非常に便利なものです。一般的に建築は二次元
の図面で表現されますが、私たちは三次元で絵に描いて
確認してから二次元の図面にしていきます。ひとつひと
つ目で見て確認しながら、設計を進めていきます。
　建物の西側には大きなテラス空間を設けました。スギ
型枠のコンクリートの壁があり、庇も床もベンチもヒノ
キで、外から見ると格子状の庇が、オフィスからは気持
ちのいい天井になります。がらがらっと引き戸を開けて
このテラスに出てきてベンチで一休みは本当に気持ちい
い時間だと思います。日本の四季は真冬と真夏以外は屋
外で気持ちよく過ごせる。にもかかわらず、これまでの
オフィス建築ではそれが生かされてきませんでした。こ
の建物のファサードは日本の気候にふさわしいと思いま
す。テラスまわりの格子を構成する天井庇や壁庇はす
べて三寸五分角の角材をすのこ状に2cmの間隔を空けて
使っていますが、これは角材に溜まった水が角材を腐ら

せないための工夫です。木の表面だけが朽ちるのは、木
材を屋外で使う上で当たり前のことですが、芯から腐ら
せてしまうわけにはいきません。表面張力で水が溜まら
ないだけの溝を開けることでそれを防いでいるわけです。
と同時に、この隙間が、木材を一本一本独立して見せる
ことになり、この建物が材木でできていることがだれ
の目からでも分かりやすくなる、という利点もあります。
これらが木材会館で心がけた基本的なデザインです。
　型枠についてもう少し触れておきますと、コンクリー
トは型枠とのせめぎ合いの結果だし、それがコンクリー
トの美学だと私は思っています。杉の本実型枠の場合、
通常は3つ割などの厚い材料を使うことが多いのですが、
ここでは比較的薄い材料を使っているため、型枠は少し
反っています。反っているといっても、コンクリート圧
力に屈しているのではなく、水を吸った木材が逆に反り
返り、コンクリートを押し戻しているのです。型枠が反
るため、コンクリートの表面は、ある種のやわらかさが
付加されたな、と私は満足しているのです。打放しコン
クリートはやり直しがききませんから、補修するわけに
もいかないのも事実ですが。
　さらに細かいことですが、型枠を構成する本実の杉板
に面をとらないと、型枠を組み上げる際にわずかに材料
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をぶつけてしまっても傷がついて、その傷がしっかりと
コンクリートに転写されてしまいます。木材会館では型
枠の実

さね

板
いた

にしっかりと面取りをしました。その結果が、
実はコンクリートの仕上がり面に現れた出目地になって
います。「これだけ出目地をつけると、大工さんは、た
いへんだったでしょうね」とよく言われます。たしかに
大変ではあったと思いますが、材料を取り扱いやすいよ
うに面を取り、きれいにコンクリートを打つと、実は自
然に出目地はつくものなんです。木材会館の場合は、型
枠大工さんと直接話ができる環境を大成建設さんがつ
くってくれたので、納得ずくでここまで取り組めました。
　こういったわけで、コンクリートの表面をよく見ると、
いろいろな痕跡が見えますが、これも木の場合と同じで、
それを汚いと見るかきれいと見るか意見の分かれるとこ
ろです。私は、材料の素直な痕跡のあるものこそ、美し
い建築につながると考えているのですが、いかがでしょ
うか？

建物内部について

　1階は平面図で見ても分かるように、外観のファサー
ドのシステムがそのまま内部に入り込んできています。
屋外の縁側のような空間をギャラリーと称していますが、
ここにはヒノキの舞台を設置しています。木をいろいろ
な方法で感じてもらうという視点から、ここでは足で感
じてもらう空間をつくろうということになりました。完
成後、ここで日建設計の若手を集めて話をする機会があ
りました。おもしろい効果だと思うのですが、ヒノキの

舞台で正座や胡
あぐ ら

坐をかいて車座になって話していると、
普段は私の話なんてろくに聞いてくれない彼らが、しっ
かり集中して話を聞いてくれました。板の間が背筋を正
すのですね。そういう効果もあるようです。これから重
要な会議はヒノキ舞台に車座になってやるのがいいかも
しれません（笑）。「オフィスに板の間を」が今後の知的
生産性のキャッチフレーズになるかもしれません。
　玄関扉を入ると、エントランスホールがあり、ここに
もヒノキでできた大きなベンチが設置してあります。床
は石張りで、大型のガラス窓の前に衝突防止を兼ねた砕
石が敷いてあります。高価な玉砂利ではなく、ただ砕い
ただけの砂利を洗って敷いてもらいました。ベンチは工
事のいちばん最後につくりました。工事中に何度も目に
触れた、材木が素朴に積み重ねられている姿が非常に美
しく、感銘を受けたので、それをイメージしてデザイン
したものです。エントランス全体として、奥深いところ
でも光が入るように工夫して、実際の照度は低いのです

1 階　エントランスホール

1階　屋内階段
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が、明るさが感じられるデザインにしています。
　1階には和室や茶室もあります。木は小径の材料を、
均質でなく適当にグラデーションのある状態で使い、照
明も均質でなく不均質に照らすことで省エネを図ってい
ます。茶室内の照明も抑え込んであります。入口横のエ
レベータホールの奥に違い棚のように見える階段室があ
りますが、これは実は屋内避難階段です。普通のビルの
場合、避難階段はコアのなかに閉じ込めて配置されるの
で目に見えないのですが、ここではそれを意識的に目に
見えるところに引き出して、エントランス空間の一部へ
組み込みました。どれも些細な工夫ですが、こういった
ものを積み上げて、木材会館の空間的な印象を生み出し
ています。

基準階のワークプレイスの考え方

　木材会館の基本的な機能は貸しビルです。そこでワー
クプレイスのあり方についても、いろいろ考えました。
いわゆるオフィスビルの場合、大抵が四角い箱の中にコ
アとワークプレイスが配分される結果として、ワークプ
レイスに柱型が出ていたり、オフィスビルの外形は整形

なのに、肝心のワークプレイスがいびつな形になってい
たりすることがたくさんあります。オフィスビルの本質
はワークプレイスで、そこに魂があると私は思っていま
す。本社ビルであれば所有者の考え方ひとつです。しか
し、貸しビルであればこそ、大半の人が使いやすいと感
じられるものでなければならない。
　木材会館で私たちがはじめに考えたことは、柱のない
ワークプレイスをまず最初につくり、そのまわりにエレ
ベータや階段を配置し、光や風を入れ、その上でうまく
木を使うということでした。木材会館だから木をふんだ
んに使って好き勝手なデザインをしているわけではあ
りません。ワークプレイスに柱は一本もなく、西側には
縁側状の空間があり、自然光で満たされた明るいオフィ
スが広がる計画になっています。縁側空間はエレベータ
ホールからしばらくは室内ですが、途中から屋外テラス
へとつながっていき、オフィスから屋外空間のテラスに
は引き戸を介して出ます。そこには自然の空気や光があ
ふれています。北欧などの寒い国やドバイなどの暑い国
では、このような屋外空間は決して快適ではないでしょ
うが、日本では本当に快適な空間になります。避難階段
も組み込んであり、日差しを除ける庇の代わりにもなっ

基準階　オフィス、テラス、避難階段
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ており、普段の仕事の場所から避難階段の在り処が目に
見えています。階段の手すりなどの、手に触れるところ
にはできるだけ木を使っています。ワークプレイスのテ
ラス側の天井が一段下がっている中に室内機を収め、テ
ラスの天井懐に室外機を収めています。
　もうひとつの特徴は換気が引き戸の開閉で自由に操作
できることです。最近のオフィスではカーテンウォール
の均質美を追求するあまり、外観にいかに換気窓をつく
らないか、見えないようにするかを競ってきましたが、
考えてみると、これはまったくばかげたことだと思いま
す。換気窓が見えないというのは、その建物を使ってい
る人に「換気口の位置が分かりにくい」ということです。
実は、実際に換気するのと同じぐらい、換気窓の開閉と
いう行為自体に意味があるのではないかと考えていま
す。空気が勝手にきれいになったり汚れたりして、換気
をユーザーが操作できないという近代の設備の考え方は、
少し不思議な方向に発展してしまったように私は思いま
す。使う人が操作できること、その操作を実感し、操作
と結果が一致していることが大事です。つまり、操作と
結果と人間の間にインタラクティブな関係が構築されて
いることが重要です。
　たとえば「引き戸」というものを考えてみましょう。
引き戸は残念ながら現代の建築ではあまり使われません
が、操作と結果と人間という視点からみて、実はすばら
しいデザインがなされたものだと思います。引き戸は、
その開閉の加減が微妙にアナログ的に調節できます。そ
の操作した量がそのまま目にも見えます。これは、使う
人が微妙に操作している状況を把握しながら、適切にコ
ントロールできるわけで、これほどすばらしい建具はな
いと思っています。だから木材会館では引き戸を積極的
に使っています。引き戸で風を入れ、引き戸を介してテ
ラスに出入りします。
　照明にもひと工夫しています。オフィスの天井照明は、
普通は天井に直に設置してあります。オフィスビルで働
いている方は、会社で天井を眺めてほしいのですが、意
外に天井は暗く見えるはずです。オフィスにたくさんの
照明器具がついている割に、快適な明るさ感が感じられ
ないのは、実は視界の大半を占める天井面が薄暗く、そ
の中にギラリと天井照明器具が光っているからではない

でしょうか。
　木材会館では、内装に木を使うために、天井懐を露出
させて煙溜まりを設けています。この天井から照明器具
を離して設置することで、照明器具の光は床を照らすと
同時に、天井も照らし上げています。こうすると、天井
面は画期的に明るくなります。その結果、数字上の照度
は低いにもかかわらず体感照度が高くなっています。現
代はほとんどの仕事は、コンピュータの画面を相手にし
ていますし、画面はもともと自分で光っています。ひょっ
とすると、いまは常識と思われているオフィス空間の
750ルックスという照度はもはやワークスタイルや、ア
クティビティから考えてみると、過剰なのかもしれませ
ん。照度を下げることができれば、まず省エネにつなが
ります。また照明を下げると空調負荷も軽減しますから、
実は照明の光を抑えることは、これからのオフィスの大
きなテーマです。ただし、我慢して暗くしたのでは本末
転倒です。人間の体感を踏まえて、快適でありながら
省エネな空間を目指さなくてはなりません。木材会館は、
こうした面でも工夫しています。

7階ホールの大梁について

　7階にエレベータで上がると、大きなテラスがありま
す。実はこのテラスは、7階にある大ホールと引き戸を
介してつながっています。テラスは快適で、夏には夜景
を見ながらビールでも一杯やりたくなるようなスペース
になっています。

7 階　テラス
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　次はホールについて、説明を続けます。
　ホールに入ると、まず目に付くのは、天井から壁にか
けて大きなL字形になっている大梁の羅列です。梁と梁
の間から自然光が指しこみ、圧倒的な量の木材が浮かび
上がっている。同時に、ここで使われている大量のヒノ
キが芳香を発しています。
　まず、これだけ大量の木が使われ、かつ構造体となっ
ていることについて説明をします。仕組みは比較的シン
プルで、床面でモノが燃えたときに発生する火炎や木材
を着火させるような高温の煙が、梁に触れないようにす
れば、梁は燃えないわけです。木材会館の場合で言えば、
大梁は床面から5.4mの位置にセットされています。こ
うすることで、大梁を構成しているすべての材料が、不
燃化しない自然のままの木材でつくることができるよう
になります。柱の部分は、床面から5.4m離隔すること
ができないので、残念ながら耐火構造にする必要があり
ました。柱には鉄骨を用いて、耐火被覆を施し、その上
に不燃化した木材を仕上げとして使っています。しかし、
大梁は純粋な木造です。
　ホール全体としては、天井高5.4mで長手が24m、短
手が19mの空間の長手方向に、木の大梁が走っている

構造になっています。下の階では短手方向に梁が架かっ
ているのに、なぜ7階だけわざわざ長手に梁を架けてい
るのか？ という質問を受けることがあります。これま
でに、私が設計した無柱の最大の空間のスパンは、24m

でした。この木材会館での試みはすべて、「都市建築への
木材の復権」を目指すことにあります。ですからスパン
についても、一般的なオフィスに広く役立つものとした
かったので、どうしても長手の24mに梁を架けたかっ
たというわけです。
　この24mの大梁はすべて長さ4m、120mm角の規格品
のヒノキの角材からできています。その木と木を束ねて
ボルトで縫い合わせて一体にして梁として使っています。
長手方向は、伝統的な継ぎ手である追っ掛け大栓を用い
てつなぎ合わせています。どちらに関しても接着剤を一
切使わないで組み合わせていますから、ボルトを外せば
いつでも元の4メートルの木に還元できます。伝統的な
木造建築を見れば、法隆寺でもどこでもそうですが、長
い歴史のなかで、多くの部材が継ぎ足されたり、継ぎ替
えられたりしています。
　木造建築というのは、そうしたことが数人の大工でで
きるシステムを持つことで長寿命と信頼性を獲得してい

7 階　檜ホール（大ホール）
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ます。つまり、木は完ぺきな工業製品ではないので、問
題が起きたときにいつでも対処できるシステムになって
いるというのが大事なんです。私たちは普段、木造に取
り組むことがほとんどないため、設計に際しては、たく
さんの木製パーツを身の回りにおいて木材を身体化でき
るようにしました。もちろん、木材会館の皆さんや、施
工者にもたくさん教えを請いました。さらに実物大実験
を繰り返して検討を重ねました。角材の芯持ち材が割れ
るというようなことも実際に経験しました。木の梁同士
がずれないように、カンナの台に使う堅い木であるシラ
カシの木栓をはめ込んでいます。
　たとえば、この材料の選定を例にとって見れば、僕ら
はシラカシという材料の名前を知ってはいても、その性
状を身体的に把握していませんでした。それを補完して
くれたのが経験を持った施工者でした。このシラカシも、
構造実験を繰り返すプロセスで、工事を担当している大
成建設や、末永製作所からたくさんの提案をいただい
たなかから選定しています。材料をどの方向で使うべき
かについても提案をいただき、梁の精度が一挙に高まり、
この構造体の実現につながったことを、このシラカシの
木栓を見るたびに今でも思い出します。
　現代の技術として特筆すべきは、梁に用いているも
のすごい数の角材をNC（数値制御）加工機が、高精度か
つ高速に加工をしたことです。人間の技には「逃げ」が
必ずあります。特に木造は「逃げ」の文化ともいえます
が、この梁をつくる場合に各所で「逃げ」を取っていたら、
見た目には美しくても、必要な強度が出せません。そこ
でコンピュータで制御する加工機を使うわけです。これ

は、もともとは新幹線の三次元の車体などの金属加工の
ために考案された機械ですが、木はやわらかいので非常
に高精度の加工ができることがわかりました。NC加工
に委ねることで、高い精度を実現しつつ、驚くようなス
ピードで加工ができるようになりました。人間の手で数
十分かかるものが機械だと数十秒でできてしまいます。
　こうした、コンピュータ制御の機械を使えば、だれが
やっても同じように、高品質のものができると考えがち
です。でも違いました。デジタルの時代になっても名匠
は名匠として存在するものなんです。今回NC加工を担
当してくれたのは、末永製作所です。彼らは、大工のつ
くる精度にできるだけ近づけるために、大

お

鋸
が

屑
くず

の出方ま
で考慮し、それにいちばんふさわしいNC加工機用の刃
をドイツでつくらせて使っていました。ここまでのこだ
わりを持って、初めてNC加工機が生き、高精度の加工
が可能になるのです。昔は木を知り尽くし、手先が器用
な左甚五郎が名匠といわれました。ところが現代はコン
ピュータとNCという機械と木の特性を知り尽くしてど
ういう刃を組み合わせれば正確に工作できるかに長けた
人が名匠になる時代なのかもしれません。かたちを変え、
いつの時代にも名匠は生まれるのです。私はこれをデジ
タル・クラフトマンシップと勝手に名付けています。こ
れまでの名匠も残るでしょうが、これからの主流は確実
にこういう方向に変わりつつあると思います。木材はそ
の約7割が伐り出しや運搬費用や加工手間という材料そ
のもの以外の費用です。だから加工費が安くなれば、木
材のコストは劇的に下がり、もっと木が使えるようにな
ることは間違いありません。

NC加工機による高精度の加工
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　木材会館は非常に高価な建物に見えるかもしれません
が、こうした当たり前の工夫の積み重ねの結果、決して
高価な建築にはなっていません。
　設計や施工の中で、日本にいまも残る木の文化、木の
誇りを改めて感じたエピソードもあります。私たちが
設計図面上で示した木材のグレードは、いわゆる「節あ
り」でしたが、ホールを見上げていただければ分かるよ
うに、実際には多くの部分が「無節」で仕上がっていま
す。計算上は3,900本の木を伐採すれば、この建物はで
きるはずでしたが、棟梁の話では11,000本の木を伐採
したそうです。棟梁が仕事にのめりこみ、予定以上多く
の材料を調達して、吟味を尽くした結果が表れたわけで
す。お願いもしていないのに、心意気で仕事の質を上げ
てくださるところに、日本人の木に対する誇りを感じま
した。もちろん残った、7,100本が無駄になったわけで
はありません。そもそもが住宅用の規格材で作られてい
ますから、7,100本も無事、木材市場に流れたことでしょ
う。これも日本の木の文化のひとつであると思います。
　最後の写真は、木材会館の夜景です。これは私が好き
な写真のひとつです。この写真では木とコンクリートが、
ほとんど見分けがつかなくなっています。何年か経って
実際にそのように経年変化したときに、ちょうどこんな
感じになるのだと思いますが、この写真同様に、それ
が美しく見えることを心底期待しています。そのときに、
この木材会館が皆さんからどのような評価を受けるかが、
怖くもあり、楽しみでもあります。
　今日ここで、木材会館についてお話しをさせていただ
きながら、設計や施工の期間を改めて振り返ることがで
きました。正直、こうすればよかった、ああすればよかっ
たという思いも改めてこみ上げてきました。これらの思
いをこれからの設計に向けて、気持ちを引き締めてやっ
ていきたいと思います。もちろん設計者として、木材会
館もずっと見守り続けたいと思っています。私の話は以
上です。

西側外観夜景
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——	まずお伺いします。木材会館の7階大ホールは木構造

とお聞きしていますが、いろいろな法規のあるなか

で良く許可が取れたな、というのが多数の組合員か

ら寄せられた疑問です。また、これは吉条前理事長

から聞いたことですが、日建設計がチャレンジをし

てくれたのだと。その辺も含めて経緯をお願いします。

　最上階は木造です。まず絡むのは建築基準法です。法
規の中に性能規定と集団規定があります。但し書きに、
「国交省の大臣が同等の安全性があると認めたものにつ
いてはこの限りではない」ともあります。
　最上階の話で言うと普通は鉄骨造になりますが、木造
でも同等の安全性つまり火事になった時に避難する時間
が鉄骨造同様にあれば良いと解釈できます。部屋の使
い方も問われます。木材会館の7階大ホールは集会場で、
フロアで火を使ってバーベキューをする訳ではありませ
ん。想定されるのは過って書類に火を付けてしまうケー
スなどです。耐火設計法では何らかの方法で火に耐えら
れることを設計事務所が証明出来れば、基準法と同等と
認めるとあります。

　木材の発火温度は230℃です。「床に火種が発生した時
に、梁が230℃にならない証明が出来れば木造でいいで
すか」と聞いたら、「いいですよ」ということになったの
です。計算してみると床面から5.4m離れていれば、梁
は火によっても煙によっても230℃にはならないことが
証明できました。これは耐火設計法というちゃんとした
法律に基づくものなので、日建設計でなくても出来るの
です。殆どの人が都会のビルは木では建たないと思いこ
んでいて、我々もある意味、目から鱗だったのですが、
法律の解釈を突き詰めて行くと出来るはずと考えたので
す。梁に火が燃え移らないように、柱は鉄骨に不燃処理
した木材を貼り付けてあります。
　現在は耐火木材を使えば、面倒な計算をしなくてもど
なたにでも建てられる法律に改正されています。私が設
計した長崎県庁の最上階は1時間耐火木材を使用してい
ます。木材会館を建てた時にはまだそうした法律はな
かったので耐火設計法によるしかなく、それを活用する
ことを思いついたのが日建設計だったということなので
す。

——	許可は一回でスムーズに通ったのですか？やはりす

り合わせに時間がかかったのですか?

　計算方法などはもちろん時間をかけて検討しました。
当初は火を使うレストラン機能も狙ったのですが、さす
がにそれはダメでしたね。もちろん、この計算ではここ
が弱いのではないかというような細かい指摘はたくさん
あって、平坦な道のりではなかったのですが、思いつい
て、信念があれば日建設計でなくても出来たと思います。
日建設計だけが偏屈で思いついた (笑 )というのが実際

都市建築における木材の復権を目指して
　木材会館が竣工してから8年になりますが、見学者は引きも切らずで今も年間2,000人ほど、累計
では20,000人に上っています。
　外国からのお客様も来られ、オランダから建築家15人の団体が来たこともあったそうです。通訳
がいなかったので事務局は対応に大わらわだったようです。
　これほど注目を集めるのも木材会館が環境に良い木材を多用した先進的な建物である証左と思わ
れます。そこで組合員からの要望もあり、木材会館の設計を担当された㈱日建設計の山梨知彦氏に
インタビューをお願いしたところ快諾していただきました。

インタビュー� 2018年1月16日　場所：木材会館 6階会議室　

インタビュー風景
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のところです。

——	耐火木材を使うとデメリットもありますよね？

　耐火木材というのは芯の木材の周りにコンクリートな
どで耐火層を作って、またその上に不燃の木を化粧で
貼ってあるのです。当然コストはかかる、木の香りもそ
れほどしませんし、木味も違うことになります。適材適
所と言いますか、無垢の木でいける場所はできるだけ無
垢でと思い、木材会館の7階大ホールの梁は既製サイズ
の木を組み合わせ、接着剤を使わないボルト締めにこだ
わりました。今でも桧の香りがするのはその結果です。
　木材が使えると提案したのであれば、木は生きている
のですからできるだけ接着しないで使う。それによって
割れも防げるだろうと。ところがなぜか1階エントラン
スのベンチは同じ構造なのですが小さいものなので大丈
夫だろうと接着してしまったのです。当然割れが止まり
ません。反省点ですね。

——	7階大ホールは木造で6階までは鉄筋コンクリートと

いうことで、地震が起きた時の揺れかたは違います

よね。それについてはどのようにお考えになったの

ですか？

　ビルの揺れかたは、むち打ち現象というのですが、上
が重いほど大きく揺れます。板の上に紙を置いて揺らし
ても紙はほとんど揺れないでしょう？ 木材会館の7階大
ホールは6階までと比べ相当軽く出来ていますのでそれ
ほど揺れないはずなのです。もちろん強度計算はしてい
ます。また施工スケジュールの点でも、ウェットな工事
が6階で終わり、7階大ホールを組んでいる時に下層階
の内装施工が可能で、工期短縮につながることなど、ビ
ルの最上階を木造にするのはとても合理的と言えます。
　使用目的に役員室、集会場などが多いビルの最上階を
木造にすることは意匠上も構造上も、またそれ以上、上
には燃え上がらないという意味の防火上からも適材適所
と言えると思っています。
　その後はこのような建物を建設する機会はなかったの
ですが、長崎県庁を建てる時に地中障害物が見つかり、
工期を大幅に短縮する必要が生じました。そこで急遽、
最上階を木造にする提案をしたところ受け入れられたと
いう経緯があります。

6階　小ホール
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——	やはり揺れ方は違いますよね？

　もちろん違います。専門的には不連続というのですが、
上にある木造の方が軽いので揺れにくく安全なのです。

——	7階大ホールの柱はどのような構造ですか？

　鉄骨をカバーするように不燃処理した木材を貼って箱
状にしてあります。現在は、長崎県庁がそうであるよう
に、不燃木材を使えばオール木造で出来ます。

——	東側と西側は全面ガラスになっていますが筋交いは

入れなくて良いのですか？

　良いのです。ご覧になると分かりますが、柱に奥行き
を持たせてあります。それも相当に。これが筋交いの役
目をします。また箱状にして柱同士をつなぐことで逆方
向の振れ止めにしています。

——	北側の柱と梁はL字状になっていますが、南側の下か

ら見えない方はどうなっているのですか？

　コンクリートのベッド状のものを作り、その上に載せ
てピンで留めてあります。大地震が起きた時、両方をがっ
ちり組んでしまうと木造の梁に過大な力がかかり崩れて
しまう恐れがあるので万一の場合の逃げを取っているの
です。

——	3.11の後、点検、調査はされたのでしょうか？

　もちろんです。今でも覚えていますが、地震直後に吉
条理事長が7階大ホールに飛んで行って見たらしく、梁
は落ちてないと電話をいただきました。落ちては困るし
（笑）落ちるはずはないと思っていましたが、やはり人間
は初めてやることには確信までは持てませんから。
　また地震とは関係なく梁の高さについては場所を決め
て定期的に大成建設が調査しています。木材でこわいの
は自分の重さでたわんでくることなのですが、精密に組
んでくれているので、無垢の角それぞれはいくらかずつ
動いているのですが、梁全体としては地震のあとも今も
動いていません。

——	各階の外部にデッキがありますね。あれは不燃処理

をしているのですか？

　いいえ。今の法律では建物の内と外の間に燃え止まり
層があれば外側には何でも使えるのです。実は私も知ら
なかったのですが。ただし全体が燃え上がらないように、
各階にまたがる木材には不燃処理をしています。不燃処
理はホウ酸を注入するのですが、比べると白くなってい
るのがわかると思います。多少、色が変わったとしても、

7階　大ホール柱

7階　大ホール　筋交いを兼ねた柱
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7階大ホール　筋交いを兼ねた柱

─ 12 ─
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安全を第一にというのが日建設計の姿勢でもありますの
で、法律上は必要なくても自主規制をしたものです。同
様の考えで1階部分の木材は全て不燃処理をしています。

——	西面の木材は外して再利用できるようにしてあると

聞きましたが、その辺の話をお聞かせください。

　木は伐採してから強度を増して長期間それを保持しま
す。しかし屋外に使うことを考えると、10年もすると割
れたり、傷んだりするものも出るだろう。その時は取り
換えて家具などに再利用したいと考えたのです。60年生
の木であれば200年は使えると言われています。最終的
に土に帰るまで通算すると260年の間、二酸化炭素を固
定することになるのです。
　再利用する時、外しやすいように接着剤は使わず、7

階大ホールの梁と同じくボルト締めにしてあります。バ
ルコニーを付けたのも、足場を掛けなくても作業が出来
るようにとの意味もあったのです。また取り換えの際に
入手しやすいように既製の三寸五分角を使いました。た
だ嬉しい誤算と言いますか、ほとんど割れていないので
す。10年で家具に再利用する予定は先に延びそうです。

7階　大ホール　

　木材は全部で1000m3ほど使っています。限られた予
算のなかで、私は全て節有りのつもりだったのですが無
節もかなりありましたね。棟梁の心意気だったのでしょ
う、見えるところは無節が多いですね。

——	内装には木材はどれ程使えるものですか？

　内装にはまた別のルールがあります。室内の木材が燃
えた時に発生した煙が人間の頭の高さまで降りて来るま
でどれくらい時間が掛かるかで判断します。個別の部屋
ごとに木材の使用量と天井の高さによる計算が必要なの
です。不燃材ならいくらでも使えますが。木材会館は無
垢の木を殆ど限界に近く使っています。

——	木材業界のシンボルとも言える木材会館を受注した

時、また完成した時の心境をお聞かせください。

　受注した時は木を使わなければいけないという使命感
を感じました。ビルには木材は使えないと思っている方
が多い時代に、都市建築における木材の復権を目指して、
構造としても内装としても法律を守ってここまでは使え
ると示したい。誰もが真似出来る建物であれば木材が
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もっと使われるようになる。作品ではなく木の使い方の
見本になることを心掛けて設計しました。無理やり木材
を使うのではなく、誰もがここは木を使って良かったと
納得してくれる使い方ということですが。
　実際に工事が始まると自分の設計した建物でもドキド
キしながら現場に来る訳ですが、改めて「木材はいいな、
日本人の感性には合っているな」と感じました。薄くし
たものを貼るのではなく、量感のある無垢材を使ったこ
とも成功したと思いました。
　また、木材が風化してきた時の良さは現代建築からは
忘れられていますが、実際に風化した時にこの建物がど
う評価されるかにも興味があります。外部のコンクリー
トは型枠に木をそのまま使ったので、だんだん黄ばんで
くるはずです。木材は日に焼けてグレーになり、竣工当
時とは色が逆転することもあると思っています。鉄板も
含めて全体がグレー化した時、どう見えるか楽しみです。

——	その後、このような建物の引き合いは増えているの

ですか？

　私自身では話はいくつかありましたが、残念ながら長
崎県庁以外は具体化しませんでした。日建設計としては
着実に増えてきています。そして都市部の建築に出来る
だけ木材を使おうというのが会社の目標ともなっていま
す。同じように考える人は多くなり、木材会館をあの時
期に建てたことは世の中の動きを先取りするものであっ
たのかなとも思っています。
　日本だけでなく世界でも木造は見直され、高層住宅な
ども見られるようになってきました。私もマンションを
やってみたいのですが、今のところ注文がないので（笑）。
私自身でも2,000人程の案内をしましたが、見学者は今
も多いようですし、本当にこの仕事をして良かったと
思っています。

——	事務局の外に廊下というには広いホールのようなス

ペースがありますが、少し不思議な感じがします。

　先ほど話をしましたが、取り換えた木を再利用して家
具を作り、あそこに置くという構想だったのです。もう
今頃は置けるはずだったのですが、木が思ったほど傷ま
ないので（笑）。桧は強いですね。実現にはもう少し時間

が要ります。

——	受水槽が素晴らしいと思いました。

　あれは私なりにこだわ
りがあって、普通はコン
クリートかFRPですよね。
ニューヨークのホテルで
裏庭に面した安い部屋に
泊まると見えるのですが
木桶がほとんどなのです。
木材会館もこんなにたく
さん木を使ったので、受
水槽も木桶にしたいと提
案して受け入れてもらい
ました。最初は木の匂い
がしますが、すぐ気にならなくなりますし、水質もいい
と思います。

——	本日はお忙しいところありがとうございました。

（取材：伊藤、井上、中原、髙輪）（伊藤　記）

2 階　ロビー
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